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＊このコーナーは、文化の善し悪しではなく、文化の違いを大切にしようというメッセージです。

保育園での異文化体験エピソード

当たり前のことが…その8

系ブラジル人のお母さんは、日本はきれいで、き

ちんとしていると感じたそうです。そして、保育

園では裸足ですごすこと、靴が外履きと内履きに分かれ

ていることに驚いたそうです。

　私たちにとっては当たり前のことですが、そうではな

いということがあるのですね。

　また、食事のバランスがとてもよいことに感心したそ

うです。ブラジルの保育園では、家からパンやビスケッ

トなどを持ってくる場合と、園に置いてある場合がある

そうです。

　私の園では、多くの日系ブラジル人の方を受け入れて

いることもあり、日本語とポルトガル語が理解できる職

員を採用しています。そして、まだ日本にはこうした考

えがあまり定着していませんが、「母語教育」を取り入れ

ることを模索しています。

（ユリア／愛知県碧南市・へきなん保育園園長）

日

「地球家族ネットワーク」へのお誘いと
エピソードのお願い

　保育は、世界中の人と仲よく生活できること（平和）を伝え
る役割があります。
　そこで、国際交流や外国籍の子どもたちの保育について情報
交換をしたい方は、「地球家族ネットワーク」に参加してみませ
んか?!　
　また、外国籍の子どもを受け入れて、心に残るエピソードが
ありましたら、ぜひお寄せください。
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